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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の目的は、移動動詞come/goの多義構造を解明し、両者の状態変化用法ならびに状態継続用法を、認
知言語学の成果を元に考察することである。come/goは日常語であるが、その用法は決して単純ではない。そ
の原因の一端は、これらの語が直示性を帯びていることにある。 
 第1章は、come/goの多義性に関し、空間用法とメタファーによる拡張用法を順に考察し、それぞれ意味ネ
ットワークを提案した。特に、多義構造の骨格をなす基本義の認定と各意義間の関係を解明した。1節は、
come/goの多義性記述に必要な用語を整理した。2節は、「comeには直示的な用法のみが存在し、goには直示的・
非直示的な二用法が存在する」という基本事実を確認した。3節は、「直示性」と「起点－経路－着点スキーマ」
の二つの観点を整理した。4節と5節は、それぞれcome/goの多義構造を空間用法から拡張用法へと順に考察
し、その意味ネットワークを提案した。 
第2章は、本論文の中心である。状態変化を表す場合、日本語では「～に[く]なる」という形式が代表的で
ある。しかし、英語にはbecome, get, com, fall, g , grow, run, turなど「～に[く]なる」に対応する動
詞の種類は多様である。本論文は、状態変化を示す「come/go +形容詞」句の意味の差を解明した。1節は、
内外の主要辞書と先行研究を概観し、2節は、状態変化を表すcome/goを分析した。2.1節は、先行研究の問題
点を指摘し、問題解決のための方策を提案した。2.2節は、前章で見た空間用法の要点を示し、2.3節は、
resultativeとdepictiveについて考察した。2.4節は、状態変化用法を考察し、空間移動用法との関係や認識
の仕組みをデータに基づき分析した。また、goの状態継続用法に着目し、状態変化用法との認識の差を論じた。
2.5節は、特に「come/go +unXed」句を取り上げ、2.6節では、「come/go +形容詞」句の意味傾向を示した。 
第3章は、come/goと同様に本来移動動詞であるが、「直示性」や「移動の方向性」の点で異なるfallを論
じた。そして、come/goとの意味の差ならびに認識の差を解明した。1節は、内外の主要辞書と先行研究を概観
した。2節は、先行研究の問題点を指摘し、問題解決のための方策を提案した。その上で、fallの空間用法と
状態変化用法を順に考察した。3節は、come/goを加えた3つの状態変化用法を比較検討し、fallは、come/go
と意味や認識において異なることを示した。 
以上、本論文は、認知言語学の知見を生かして、come/goの多義構造を解明し、とりわけそれらの状態変化
用法と状態継続用法を詳細に分析した。また、そこで得られた結論を元に、fallとの比較を試みた。その結果
は、単にcome, go, fallの比較にとどまらず、状態変化用法をもつ動詞一般の解明につながると予測される。
同時に、本論文で提示された多義構造は、多義語一般の記述法に示唆するところがあると判断される。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、認知言語学の知見に基づき英語の基本単語comeとgoの多義構造を総合的に解明したものである。
そのもっとも優れた特色は、独自のデータ収集に加えてBNCなどの膨大な英語コーパス資料を徹底分析するこ
とによって、欧米の言語学者もなしえなかったデータの重厚な裏づけを取りつつ、とりわけcomeとgoの状態
変化用法を詳細に、かつ体系的に解明した点にある。さらに、状態変化を表す他の重要語との比較を視野に入
れ、その一例として状態変化を表すfallとの比較検討を行い、もって状態変化を表す語一般との体系的な比較
分析の道を切り開いた点が高く評価できる。 
 第１章「come/goの多義構造」は、内外の主要な先行研究を俎上に載せ、その優劣を比較することによって
研究の現状をまず明らかにした。ついで、多義研究は、認知言語学の立場からのアプローチがもっとも優れた
ものであると論じ、なかでも主要な意義展開パタンとしてメタファー・メトニミー・シネクドキの３種を認定
する論を支持し、この下準備の元にcome/goの多義構造の解明に向かった。まず、come/goの基本的用法は空
間用法にあると見定め、意義展開パタンの方向性が物理的な空間用法から心理的な抽象用法に至ると結論した。
これは、多義語の一般的な意義展開パタンとも合致し、その判断はデータ分析の指示する方向に沿う妥当なも
のである。さらに、come/goのより正確で、かつより体系的な記述には、ふたつの観点を組み合わせる必要が
あることを明らかにした。すなわち、直示性（deixis）と「起点－経路－着点スキーマ」の観点が必須の要件
であるとし、多数の実例とともにこの点を説得的に論じた。これにより、comeの基本的な空間用法は、「到達」
「出現」「主観的移動」の３種であり、抽象的な拡張用法は、「抽象的到達」［抽象的出現」「状態変化」の３種
に整理されると結論づけた。また、goに関しては、基本的な空間用法が「出発」「消失」「主観的移動」の３種
であり、抽象的な拡張用法は、「抽象的出発」「抽象的消失」「活動」「状態変化」「状態継続」の主要５種に整理
できるとした。この分析結果は、従来の研究のすべてを上回る包括性と体系性を示している。なぜなら、実証
面では、これまで見過ごされていた言語事実に光を当て、また、理論面では、各意義間の関係をメタファー・
メトニミー・シネクドキの主要意義展開パタンによって体系的に記述しえることを明らかにしたからである。 
 第２章は、本論文の中心である。多義語であるcome/goのいくつかの意義の中で、もっとも体系的な記述が
遅れている「状態変化用法」に焦点を絞り、その体系的な記述が試みられた。まず、従来の研究の問題点とし
て３点が整理される。(1)come/goに後続する要素の品詞が体系的に整理されていない。(2)come/goに後続する
品詞は形容詞が主たる要素であるが、形容詞の種類が網羅されていない。(3)状態変化用法の全貌が捉えられて
いない。これに対して本論文は、後続要素を品詞別に整理し、とりわけ形容詞に関しては資料を博捜し、必要
に応じて使用頻度計算を施し、かつ第１章で得られた結論と照合することによって、come/goの状態変化用法
を網羅的に記述した。具体的には、comeに後続する形容詞68種、goに後続する形容詞245種をすべてリスト
アップした。さらに、BNCコーパスを駆使することによって、comeに後続する形容詞のべ146,065語のうち頻
度順位の上位20種を抽出し、goに関しては後続する形容詞のべ242,198語のうち頻度順位の上位50種を抽出
することによって、それぞれの意味傾向を詳しく比較検討した。この結果、「comeは通常状態への変化、goは
異常状態への変化を基調とする」という従来の見解に異議を唱えた。 
 結論的には、comeの状態変化用法の特徴は、(1)直示的認識に基づく、(2)「存在が確立した状態への変化」
を表す、(3)結果に話者の関心がある、の３点にまとめられる。とりわけ、(2)の「存在が確立した状態」とい
う意味特徴の抽出は、独創的な見解である。その意味は、＜通常＞（プラスの価値）、＜原初＞（人為的に手が
加えられる以前の状態）、＜現実＞（いま現にある状態）を含む総合概念である。また、goの状態変化用法は、
２種類の用法に整理される。直示的状態変化（異常状態への変化）と非直示的状態変化（通常／中立状態への
変化）の２種である。さらに、これとは別に、goには状態継続用法が認定される。これは、非直示的状態継続
（異常状態の継続）を表す。goの抽象的な意義に直示と非直示の区別があるのは、goの空間的な意義に直示と
非直示の区別があるのと平行的であり、comeの状態変化用法が直示的意義に限定されるのは、comeの空間的な
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意義が直示的意義に限定されるのと平行的である。この平行関係は、具象領域と抽象領域の間の対応関係であ
り、これを支えるのは一般的なメタファー認識である。この見解は、今日活発な議論が展開されているメタフ
ァー研究の見方と概ね一致し、これをcome/goの多義ネットワークの記述において豊かに実証した意義は大き
い。 
 第２章は、実証的な研究の観点からもうひとつ優れた点が認められる。それは、come untiedやgo unnoticed
のように、go/comeにunXedが後続する例を仔細に検討した点である。comeに関しては後続形容詞全69種中
22種（約32％）、goに関しては全245種中55種（約22％）がunXed形式によって占められる事実からして、
この種の事例が高い頻度で現れる理由とその意義を探ることは重要である。先行研究を批判的に検討し、多数
の資料をよく分析した結果、come unXedは、「人為的に手を加えられたものが元の自然な状態に戻る」という
意味特徴を示し、結果に視点を置く直示的な表現であると結論する。また、go unXedは、「本来なされるべき
ことがなされていない」という意味特徴を示し、非直示的な状態継続を表すと結論する。いずれの結論も、第
１章の基礎研究と整合し、また言語資料とも合致すると判断される。 
 第３章は、fallの多義分析を進める。一見come/goと無関係に見えるfallは、他の関連する動詞become、
get、turn、growなどとともに状態変化を表す語のひとつである。fallの分析とcome/goとの比較は、状態変
化動詞一般の体系的記述に向かう重要なステップとなる。本論文は、この点に注意しつつ、本章においても先
行研究を踏まえた上で慎重にデータを分析したことが窺える。まず、go/comeの場合と同じく空間用法の多義
分析を行い、ついで状態変化用法を扱った。fallに後続する形容詞30種をリストで示し、そのひとつひとつ
の頻度調査によって、fall asleep、fall short、fall silentなどが上位を占めることを明らかにした。この
結果、fallの典型的な状態変化用法は、「異常状態への変化」であることを突き止めた。さらに、この意味傾
向がfallの空間用法に明らかな「垂直性」と「負の価値への移行」に由来することを解明した。fallについ
ての先行研究がまだ少ない中で、その多義分析と状態変化用法を記述したことは、今後のさらなる研究の基礎
を据えたという意義が認められる。 
 以上、本論文は、認知言語学の立場からcome/goの意味ネットワークおよび状態変化用法を十分なデータに
基づいて詳しく分析したものである。論の詰め方にやや甘さがみられるところがまれにあり、また、データの
解釈に若干の問題がないではないが、全体の論調は冷静であり堅実である。本論文によって最重要多義語
come/goの全貌がほぼ明らかになったことは大きな成果である。また、多義語記述の優れた見本が示された意
義は高く評価されるべきである。基本単語であればあるほどその全体像を記述することが困難であることを勘
案すれば、本論文が英語学研究に寄与する点は大きい。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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